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鼻咽頭ポリープは，おもに若齢の猫でみられ，中耳あ
るいは耳管から生じ鼻咽頭や外耳道側に突出する有茎性
の非腫瘍性腫瘤である［1, 2］．この鼻咽頭ポリープが
外耳道に突出した場合，鼓膜を破壊し耳道内を占拠する
赤色充実性病変として認められ，治療方針を考える上
で，外耳道に発生する腫瘍性病変との鑑別が重要となる
［1］．これらの病変の鑑別に，簡便かつ迅速に形態学的
情報が得られる細胞診の有用性は高いと考えられるが，
病理組織学的形態をもとにした詳細な猫の鼻咽頭ポリー
プの細胞学的特徴の記載は乏しい［3］．本研究では，外
耳道に突出した猫の鼻咽頭ポリープ 4例において，細胞
学的特徴を病理組織像と比較して，細胞診の形態学的診
断法としての有用性を検討したので報告する．

材 料 及 び 方 法

外耳道内に突出した猫の鼻咽頭ポリープ 4例を対象と
した．品種，年齢，性別，発生部位及び臨床症状は表に
示した．耳道内の腫瘤は耳鏡，硬性鏡あるいは内視鏡下
で観察した．さらに全例で頭頸部の CT検査も行った．
腫瘤は，耳鏡，硬性鏡あるいは内視鏡下で生検鉗子を用
いて，細切除去された．得られた材料の割面から押捺標
本を作製し，ヘマカラー染色（Merk Millipore, Darm-

stadt, Germany）を施した．また，採取組織は 10％中

性緩衝ホルマリン液にて固定し，定法に従いパラフィン
包埋し，4µmに薄切後，ヘマトキシリン・エオジン
（HE）染色を実施した．また，連続切片に対し，過ヨウ
素酸・シッフ（PAS）染色及びアルシアン青（AB）染
色を実施した．

成　　　　　績

耳鏡，硬性鏡あるいは内視鏡による外耳道の観察で
は，いずれの症例においても中耳側から鼓膜を破り水平
耳道内に赤色の充実性病変が充満していた．また，CT

検査において，いずれの症例も，同様に水平耳道内は周
囲の軟部組織と同程度の CT値を示す充実性組織で満た
されており，この充実性組織は鼓室胞内に連続していた
（図 1）．症例 4では，充実性組織より CT値の低い成分
が鼓室胞内を満たしていた．
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鼻咽頭ポリープは，猫でみられる中耳あるいは耳管に由来する非腫瘍性の有茎性の腫瘤状病変で，外耳道に突出した
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特徴の診断上の有用性を検討した．いずれの症例の鼻咽頭ポリープの切除組織の押捺標本においても，多数の好中球や
マクロファージ，少数のリンパ球や形質細胞ともに，一端に赤紫色の線毛を有する上皮細胞が孤在性や柵状の集塊状に
塗抹された．組織学的には，これらの線毛上皮細胞は，ポリープを覆う線毛を有する偽重層上皮細胞であり，線毛上皮
細胞の存在は，中耳あるいは耳管に由来するとされる猫の鼻咽頭ポリープの特徴的な細胞学的所見と考えられた．
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表　各症例の個体情報と臨床症状

症例 品　種 年　齢 性　別 発生 
部位 臨床症状

1 雑　種 4歳 11 カ月 避妊雌 左 膿性耳漏
2 雑　種 2歳 8カ月 避妊雌 左 膿性耳漏
3 雑　種 7歳 10 カ月 去勢雄 右 耳　漏
4 オシキャット 3カ月 雄 右 耳　漏
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の構成細胞には細胞異型性は認められなかった．

考　　　　　察

今回検索の対象とした 4例において，腫瘤が外耳道に
充満していた点から，外耳由来の病変なのか，中耳より
内部から発生する病変なのかの鑑別が必要であった．
CT検査では，中耳より内部からの発生が確認できたも
のの，耳孔からの耳鏡等を用いた観察のみでは，正確な
発生部位の判断は困難であった．
組織学的に，鼻咽頭ポリープの表面は線毛呼吸上皮あ
るいは化生性の扁平上皮が被覆し，潰瘍もよくみられる
［1, 4-6］．組織学的検査では，今回のすべての症例にお
いてポリープの表面を，断続的に線毛を有する偽重層上
皮が被覆しており，全症例において細胞診標本で観察さ
れた線毛を有する上皮細胞は，この病変を被覆していた
細胞と同じものと考えられた．また粘液塊，粘液含有細
胞も細胞診標本及び組織標本のいずれにも認められてい

細切除去時の内視鏡観察では，いずれの症例において
も，耳道を閉塞する充実性組織は，中耳内壁に連続する
基部の細い有茎性腫瘤であった．症例 4でみられた鼓室
胞内を満たしていた充実性組織より CT値の低い成分
は，鼓室胞内に貯留した滲出液であった．いずれの例に
おいても，中耳あるいは内耳の骨の異常あるいは耳道軟
骨の変形は認められなかった（図 1）．
細胞学的にすべての症例の押捺標本において，血液と
ともに，症例 1及び 2では，多数の変性あるいは非変性
好中球が，症例 3及び 4では，多数の好中球とともに，
マクロファージが多く塗抹されていた．症例 3及び 4で
は，好中球やマクロファージとともに，杯細胞も塗抹さ
れていた．さらに症例 1及び 2では，大小不同で，不定
形の弱好塩基性の粘液塊も散在していた（図 2A）．さら
にいずれの症例においても小型成熟リンパ球及び形質細
胞が少数認められた．好中球には細胞質に細菌を貪食し
たものもみられたが，その数は少なかった．一端に赤紫
色の線毛を有し，その対側に偏在した卵円形の核と長方
形から二等辺三角形あるいは多角形の細胞質を有する鼻
粘膜上皮細胞などの呼吸粘膜上皮細胞に類似した上皮細
胞が，孤在性あるいは柵状に整列し集塊を成して認めら
れた（図 2B）．
組織学的には，病変は豊富な血管新生を伴う線維性結
合織によって構成される肉芽組織から成っており，好中
球を主体とした炎症細胞浸潤が認められた．腫瘤の表面
には潰瘍がみられ，部分的に線毛を有する呼吸粘膜上皮
に類似した偽重層上皮によって被覆され，上皮の一部は
腫瘤内に陥入していた．検索の限りでは，扁平上皮はみ
られなかった．陥入した上皮は管腔状あるいは囊胞状を
呈し，PAS染色及び AB染色に陽性を呈する粘液を含ん
でいた．また，被覆する上皮の中には，PAS染色及び
AB染色で陽性を示す杯細胞が散在した．これらの病変

図 1　鼻咽頭ポリープの CT画像（症例 1）
左耳において，鼓室胞から連続し，水平外耳道を
充満する腫瘤性病変が認められる（矢印）．鼓室の骨
融解や外耳道の変形は認められない．

図 2　猫の鼻咽頭ポリープの細胞像
A：細胞診標本の低倍像（症例 1）

粘液塊（矢印）とともに，柵状に配列する上皮
細胞塊も認められる（矢頭）（Bar＝100µm）．

B：線毛上皮の細胞像（症例 3）
一端に線毛を有し，その対側に偏在する卵円形
の核と，長方形から二等辺三角形あるいは多角形
の細胞質を有する呼吸粘膜上皮細胞に類似した上
皮細胞が互いに密着し，柵状に配列して集塊状に
塗抹される（Bar＝20µm）．

A

B
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行った症例では 1例も再発がみられなかったことが報告
されている［1, 4］．今回の 4 症例において，いずれも
牽引除去により腫瘤は切除されており，本報告の時点で
追跡が不可能であった 1症例を除いた 3症例で再発は認
められていない．一方で，悪性腫瘍の場合，その広がり
によっては，全耳道切除術や鼓室胞切開術など，術後の
合併症が危惧される複雑な手術が必要となる場合がある
［13］．術前検査の一つとして，細胞診における線毛上
皮細胞の検出は，治療方針や予後が大きく異なる外耳や
中耳に由来する腫瘍と猫の鼻咽頭ポリープの鑑別に有用
であることが示唆された．
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た．また，ポリープの表面に化生性の扁平上皮が認めら
れることがあるが，そのような場合においても，ポリー
プの間質内に上皮の胞巣内に線毛上皮が認められるとさ
れ［6］，切除された組織の押捺標本では，線毛上皮細胞
が得られる可能性が高い．これらの線毛上皮，粘液含有
細胞あるいは粘液は中耳より内部に由来する成分であ
り，外耳には存在しない［7］．外耳を構成するおもな細
胞は，表皮や毛包の角化扁平上皮細胞，耳垢腺上皮細胞
及び皮脂腺上皮などであり，それらの形態は今回細胞診
で観察できた線毛上皮とは明確に異なる［8］．したがっ
て，外耳を占拠する病変であっても，線毛を有する上皮
細胞が認められることで中耳より内部に由来する病変で
あることが，形態的に判断可能であった．
今回の 4例の病変は腫瘤状であった点より，腫瘍ある
いは腫瘤状の炎症性変化との鑑別が必要であった．猫の
おもな外耳道の腫瘍として，良性の耳垢腺腫，乳頭腫，
悪性の扁平上皮癌，皮脂腺癌及び耳垢腺癌が挙げられて
いる［1, 9］．さらに，非常にまれであるが，猫におい
て中耳原発の腫瘍や中耳内に浸潤する可能性がある腫瘍
として，扁平上皮癌や腺癌が報告されている［2, 10, 
11］．
細胞学的に，耳垢腺由来の腫瘍や中耳に発生する腺癌
では，接着性のある上皮細胞塊が塗抹され，細胞異型性
の有無により良悪性の判断がなされるが，線毛を有する
細胞の出現に関する記載はなく，その組織構造から考え
ても，線毛上皮細胞が得られる可能性はきわめて低い
［1, 3］．また，同様に扁平上皮由来の乳頭腫及び扁平上
皮癌，皮脂腺癌においても，その細胞像は線毛上皮とは
大きく異なる［12］．非腫瘍性の腫瘤状病変としては，
過形成性炎症性ポリープや囊胞性アポクリン過形成（ア
ポクリン囊胞）が挙げられる［1］．組織学的に，過形成
性炎症性ポリープは慢性外耳道炎に反応して形成され
る，炎症細胞浸潤を伴った外耳道上皮，耳垢腺及び皮脂
腺の反応性過形成であり，その発生は外耳に由来する
［1］．また，囊胞性アポクリン過形成も，組織学的に，
外耳に存在する耳垢腺の単発あるいは多発性の囊胞状の
拡張からなる［1］．これらの病変も線毛上皮の存在しな
い外耳に由来し，塗抹標本上に線毛上皮が得られる可能
性は低いと考えられ，今回の4例で得られた線毛上皮は，
非腫瘍性の猫の鼻咽頭ポリープに特異性の高い細胞であ
り，線毛上皮細胞の出現は，外耳や中耳に由来する腫瘍
や腫瘍様腫瘤状病変と猫の鼻咽頭ポリープを鑑別する上
で重要な特徴と考えられた．
腫瘍に比較して，猫の鼻咽頭ポリープの予後は良好と
されているが，ポリープの基部まで，完全に切除しない
と，比較的再発しやすいとされる［6］．また，ポリープを
外耳道側から牽引し，除去した 22 症例中 13 例（59％）
で再発は認められず，また切除後にステロイド投与を
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Cytological Features of Feline Nasophar yngeal Polyps Protruding  
into the External Ear Canal
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SUMMARY

Feline nasophar yngeal polyp is defined as a pedunculated non-neoplastic lesion that originates from the mid-
dle ear or auditor y tube.  The present study describes the cytopathological features of four feline nasophar yn-
geal polyps.  In the imprint smear from all cases, single or clustered ciliated epithelial cells with many neutro-
phils and macrophages, scattered lymphocytes and plasmacytes were obser ved.  Histologically, these ciliated 
cells were the ciliated pseudostratified epithelium covering the polyps, and the existence of ciliated cells was 
suspected to be the characteristic cytological findings of feline nasophar yngeal polyps that originate from the 
middle ear or auditor y tube. ─ Key words : ciliated epithelial cell, cytology, feline nasophar yngeal polyp.
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